
平成 29 年 予算審査特別委員会 

 

1 開 催 期 日   平成 29年 3月 8 日（水）   午前 10 時 00 分から午後 2時 00 分 

 

2 開 催 場 所      本庁舎 3階本会議場 

 

3 出 席 委 員   橋本委員長、板垣副委員 

野村委員、島崎委員、谷浦委員、稲田委員、永井委員、山本委員、 

藤田委員、大迫委員、木村委員、川崎委員、尾崎委員、鈴木委員、 

中川委員、田辺委員、鶴谷委員、小田島委員、坂本委員、滝 委員 

國枝委員 

 

4 欠 席 委 員   なし 

 

5 委員外議員   佐藤議長 

 

6 市側出席者 

建 設 部 長  駒 形  智   経 済 部 長  藤 木 幹 久 

産 業 振 興 室 長  佐 々 木  伸   庶 務 課 長  平 川 一 省 

都 市 整 備 課 長  中 垣 和 彦   建 築 課 長  中 島 秀 男 

土 木 事 務 所 長  新 田 邦 広   農 政 課 長  砂 金 和 英 

観 光 振 興 課 長  山 田  基 

 

用地補償・地籍担当主査  谷 畑 雅 人   渉外・治水担当主査  菊 池 徳 久 

道路･河川担当主査  北 口  馨   道路・河川担当主査  大 西 康 文 

公園・区画担当主査  柄 澤 佳 宏   公園・区間担当主査  佐 々 木 克 彦 

建築工事担当主査  嘉 屋 康 夫   建築工事担当主査  牛 島 裕 幸 

建築指導担当主査  松 崎 隆 志   住宅管理担当主査  林  正 明 

河川・橋梁担当主査  山 下 知 芳   道 路 担 当 主 査  松 本 直 樹 

除 雪 担 当 主 査  相 花  悟   管 理 担 当 主 査  吉 川  進 

農業振興担当主査  山 田 孝 博   農林地保全・農産担当主査  山 本 浩 幸 

観光振興担当主査  青 木  潤   工業・雇用・企業誘致担当主査  笹 原 拓 己 

工業・雇用・企業誘致担当主査  庄 司 直 義   商業・消費担当主査  宮 本 大 介 

 

庶 務 課 主 任  中 尾 謙 介   都市整備課主任  守 谷  強 

産業振興室商工業振興課主任  福 嶋 祥 子 
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7 事 務 局    事務局次長  千葉めぐみ  書    記  阿部 千明 

   書 記  金 田  周  書    記  永澤るみ子 

 

8 傍 聴 者    なし 

 

9 案   件    議案第 17 号 平成 29年度北広島市一般会計予算 

議案第 18号 平成 29 年度北広島市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第 19号 平成 29 年度北広島市下水道事業特別会計予算 

議案第 20号 平成 29 年度北広島市霊園事業特別会計予算 

議案第 21号 平成 29 年度北広島市介護保険特別会計予算 

議案第 22号 平成 29 年度北広島市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 23号 平成 29 年度北広島市水道事業会計予算 

 

 

議事の経過 

 

橋本委員長 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから予算審査特別委員会を開きます。 

散会前に引き続き、一般会計予算の歳出の質疑を行います。 

それでは農林水産業費の質疑を行います。 

小田島委員。 

 

小田島委員 

 おはようございます。私から何点か質問させていただきたいと思います。まず 131 ペー

ジの一番下にあります食農教室事業でございます。この食農教室事業の費用 5 万 7 千円と

いうことでございますけれども、実施主体はどこなのかということと、どこを会場にして

どういう中身で行うのかというとこら辺を、中身をお伺いしたいなというのが 1 点目でご

ざいます。 

それから 2 点目の菜園パーク促進事業、133 ページ、附属資料では 34 ページになります

けれども、認定市民農園というのは今 8 カ所あるということで承知をしておりますけれど

も、説明資料の中ではこの開設費用の一部を補助ということで、実は補助金が 10 万円なん

ですよね。それで去年の決算を見ていますと大規模な農園があったのかもしれませんが、

去年の決算でも 1万 9,800 円くらいの補助なのですが、この補助はかなり低額なのですが、

これで補助してそれの効果が表れてくるのかというとこら辺をお伺いしたいなと思います。   

それからグリーンツーリズム推進事業、133 ページ、附属資料は同じく 35 ページですけ
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れども、このグリーンツーリズムですね、これまでの取り組み状況はどのようになってき

ているのか。地図を作ったりとか、配布ということで出ておりますけれども、この辺につ

いてもお伺いしたいと思います。 

同じく 133 ページの多面的機能支払交付金事業ですけれども、これ用水路とか農道等の

整備でございまして 1 地区ということでございますけれども、これの毎年の支援金という

のは 1 地区で足りるのかどうか。かなり排水路の農業道路というのは、特に排水路という

のは木が入ったり雑草が入ったりで大変厳しい環境にあると思いますけれども、今回の対

象地区が 1 カ所、そしてこれはかなりの年数がかかると思うのですが、順繰りいくとした

ならば一巡するにしてもかなりの年数がかかると思いますけれども、そこら辺のこの事業

の考え方を少しお伺いしたいなと思います。 

それからもう 1 点、六次産業化等支援事業、133 ページでございますけれども、予算が

20 万円でそのうち報償費が約 6割を占める 12 万 6千円ですよね。六次化というのはかなり

今、付加価値をつけて、そして販路拡大をして販売までと、流通までこぎつけていくとい

う一次産業プラス二次産業プラス三次産業をいっぺんに六次化という形で表現しておりま

すけれども、この間どのような事業展開が行われてきているのかなというのと、それから

ＪＡとか農業者の中でこの六次産業化を積極的に進めようとする気運はあるのか、それか

ら市役所としてこれに対する支援が 20万円程度のところでよろしいのか、そこら辺と、実

は 27年の決算書を見てもこの事業の費用額というのは生まれていないということは、もし

かして不用額としてなったのかどうか、そこら辺の経過もお伺いしたいと思います。 

最後の質問になりますけれども、鳥獣による農作物等被害防止対策事業。実は昨日です

ね、環境の方でも同じようなのがあって、その説明では農産物等とか民家のところに来た

場合という表現をしていたと思うのですが、それであればエゾシカの駆除、実績はどの程

度かということと、これ農業と環境の駆除との棲み分けというのか、事業の棲み分けとい

うのがあるのかどうなのか、すみません、6点にわたりましたけれどもよろしくお願いしま

す。以上です。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 食農教室の関係ですが、これは支出が基本的に原材料費となっておりまして、夏休みの

時期に小学校のお子さんと保護者の方ということで 20 組 40 名程度を、私たちの対応でき

る範囲ということもありますけれども、調理実習ができる施設など、限定的になってくる

ものですから、そういった人数の範疇の中で地元の農家さんのところに赴きまして収穫体

験をする、それから収穫した物を使って調理室でもって調理を行うということで、地元の

食材を使って食育食農体験という形で実施しております。地元の北の里方面であったり南
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の里方面であったり毎年場所は変わりますけれども、地元農家さんのところで畑の中に入

るということをやっていただき、調理は広葉交流センター『いこ～よ』で実施している事

業になっています。これにつきましては市の農政課だけではなくて教育委員会や健康推進

課、そういったところで全庁的に協力をしまして、食農食育ということで取り組んでいる

事業になっております。 

次にグリーンツーリズムの菜園パークということですが、補助金 10 万円ということで、

支出額が 2 万円弱ということですけれども、この事業の内容につきましては市民農園を開

設する際に様々な看板や駐車場、物置ですとかそういった整備をするときに助成をしてお

ります。既に施設があるものに関しては補助対象にならないこともありますので、支出額

がたまたま少なかったと考えております。この効果は、整備するために助成することによ

り、施設が開設しやすいということと、さらに私どもの支援としては、春先に市民農園、

市が認定したものに関してはこういった施設がありますということで周知をするというこ

とで、市の広報に載せているということで支援をさせていただいているところです。 

それから、グリーンツーリズムの関係です。地図を作るということでお話をいただきま

してけれども、これについては毎年 6 月に市の広報紙に挟み込みをして、全戸に配布をす

ることを実施しております。そのほかにも空港ですとか幼稚園や保育園に広く配っており

ますし、三井アウトレット、そういった観光施設にも配布しております。特に 6 月下旬か

ら 7 月にイチゴ狩りなどもあり、直売所施設や市民農園、ジェラートを作っている施設で

すとか加工品の販売ということで、グリーンツーリズムの施設が市内に 34施設あり、それ

が交流農園マップという地図に載っておりまして、広く皆さんに利用していただきたいと

いうことで配布をしているということです。 

次に多面的機能ですが、1地区で足りるのかどうかということですが、この地区について

は北の里から南の里まで東部地区を中心とした 1 地区という形にしております。これは小

田島委員にご説明をいただきましたけれども、排水路の関係ですとかそういった環境整備

する部分ということで、地域が一体となって農家の方と自治体を含めて 1 つの協議体を作

っており、その協議体が北の里から南の里まで 1 地区ということになっています。これは

国から支援をいただいておりまして、協議会ができないとできないということがありまし

て、私どもも過去に他の地区、大曲や輪厚方面の地区にもどうだろうかと検討したことが

あるのですがなかなかまとまりません。できれば活用ができればと思いますけれども、ど

うしても水田地帯を中心にしているところと畑作地帯を中心にしているところでは排水路

の管理の関係ですとか考え方が違うようでして、なかなかそういう形で地区設定ができて

いないということで現在 1 地区ということになっております。予算的には平均的に大体同

じ金額ですけれどもやり繰りしておりまして、足りていると考えております。このほか排

水路につきましては市が管理している排水路もありますので、そういったところは市が予

算を持って直接実施しているところです。 

次に六次化の部分ですが、20 万円という予算になっておりまして、報償費を多く占めて
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いるということなのですが、これは 27 年度からの地方創生の取り組みで、初年度 27 年度

はなかったところです。28 年度は額は少ないのですが、色々と六次化のことをまず皆さん

に知っていただくことから始めたいということで、先日、講演会、セミナーを行ったわけ

ですけれども、北海道に六次産業化のサポートセンターというところがありまして、ここ

は国や道の支援もあり、予算措置を我々がしなくてもセミナーの講師の方を派遣していた

だけることになり、今年の予算は使わなかったのですが実施いたしました。地方創生では、

平成 29 年度から本格的に六次産業化、グリーンツーリズムの関係の施設整備をどういった

形で支援をしていくのかということの制度設計をしていく予定にしているところです。 

それから、鳥獣の部分ですが、昨日環境課からも答弁しておりますが、まず農業と環境

の方の棲み分けといいますか扱いの違いなのですが、農政課では基本的に農業被害の部分

に対応するということで実施している対策になります。環境課では市民生活全般に関わる

部分ということで農業被害は除くことを原則としているかと思います。エゾシカの駆除数

は、農政課で主に実施しておりますのは、くくり罠を使い罠にかかったものを、最終的に

鳥獣対策の実施隊というものを設立いたしましたので、最終的に止め刺しというのですが、

そういった部分が多い部分と、農家さん等からこういったところにエゾシカが出ていると

いう情報をいただきましたら、それを確認しながら銃で駆除するということでやっており

ますけれども、なかなか銃で直接駆除するのは、ライフル銃などを撃ちますと 4ｋｍほど飛

びますので、簡単に銃を使えないということなものですから、道東などで行われているよ

うな大規模に銃でもって駆除していくことはなかなかできていない状況です。実際の駆除

数は、平成 27年度のエゾシカは 61頭、平成 28年度は 78 頭となっております。平成 27 年

度の 61 頭のうち罠での捕獲が 18 頭、28 年度は 78 頭のうち罠での捕獲が 24 頭という実績

です。農業被害の数字で見ましても、エゾシカが 27 年度は被害面積が 3.51 ヘキタールあ

り 488 万円の被害額で、面積に一般的な資料を掛け合わせて出すわけですけれども、今年

は被害面積、エゾシカの部分は 3.51 と申し上げましたが、2.39 ヘクタールです。訂正いた

します。27 年度が 2.39 ヘクタール、28 年度は 1.16 ヘクタールで、被害額が 175 万 7千円

という推計をしているところであります。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 それで食農教室事業ですね、夏休み、全市的に 20 組 40 名程度ということで、僕も教育

委員会やその他のところともですね、食育教室も兼ねますから健康関係といいますか保険

といいますか、そこら辺も含めた連携がどうなっているのかも聞きたかったのですが、ご

答弁いただきましたのであれですけれども、やはり僕はこういうのは食が持つ多様な役割

の大切さを伝えることは子どもの頃からどういう形で作物ができるのかという、そして根
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菜類だとか、上ものという区別だとか、やはり実体験をしたり加工の体験をしたり調理の

体験をして、そして食に対する関心とか安全性を培うのは非常に大切なことだと思います。

来年度は 1 回程度ということでございますけれども、僕はやはり小学校全校くらいまで、

年に 1 回くらいは開いて、それを年間の夏休みの楽しみ行事という位置づけをしながらや

っていただくことも引き続き考えていただければなと思います。 

菜園パーク事業の部分については一部ということなので、一部ですからこれはこれで了

解いたしました。あと多面的な機能の部分でいうとやはり東部地区が中心ということでご

ざいまして、協議会を作っているということですので、これは順繰り順繰りですから、来

年度のこの予算的に言ったらどのくらいの規模がこれの道路なのか、排水路なのか、その

延長といいますか、Ｌがどのくらいになるのかというとこら辺がわかれば教えていただき

たいなと思います。場所とですね。 

それと六次化の部分ではＪＡさんとか農家さんの中で、この六次産業化に積極的に取り

組みを進めようとしている個人だとか団体だとかというとこら辺がどのくらい存在してい

るのかなとお聞きしたいと思います。やはり農業者の収入増だとか人口の流出増加、こう

いった職を、六次化の起業をするというか農家さんがずっと流通まで手掛けていくという

とこら辺では大きくやはり市の活性化に貢献をする事業だと思いますので、もう少し強力

に行っていただければと思うのです。講演会だけでは今の時代ちょっと物足りないかなと

も思っていますので、その辺の考え方よろしくお願いいたします。 

鳥獣の関係は環境課の中では農業被害及びとこの説明書の中でなっていたものですから、

それは特化していますよという今のご説明なので、もしあれでしたら環境課の説明の語句

を訂正していただくとかそういう配慮をしていただければと思います。答弁よろしくお願

いします。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 10時 18 分 

再 開  午前 10時 20 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再度いたします。 

砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 まず食育の部分ですが、学校に関しては学校のカリキュラム等もありまして、なかなか

時間を確保するのは難しいところもあると聞いております。その中で私ども、学校からも
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赤毛を使った体験をさせたり、赤毛に限らずお米を取り組みたいということで相談があり

ますので、できるだけ協力できるようにお答えしているところです。また現在ホクレンの

くるるの杜さんが体験型の圃場なども持っておりまして、相談も少しありまして、そうい

ったところと連携をしていくのも今後ひとつ活動として考えられ、学校も含めて色々な体

験をする場というのは広く求められてくると思いますので、色々と考えていきたいと考え

ております。 

それから、多面的の部分でありますけれども、北の里から南の里までの面積が 462 ヘク

タールになっており、この取り組みは東部環境保全会という団体になっていますが、この

東部環境保全会が実施主体となって動いております。実施する経費は国が 2分の 1、北海道

が 4分の 1、さらに北広島市が 4分の 1ということで助成しています。取り組みについては

東部環境保全会の皆さんが集まり、どの地域がこういった影響があるから手当てをしたほ

うがいいだとかということで、自分たちで現場を確認して歩くということをしております。

我々もそういった情報をいただきながら、市が持っている排水路、環境保全会がここを直

すのであれば我々もこういうふうにお付き合いをしたほうがより効果があるのかなという

ようなことも相談をしながら進めているところで、毎年明確に何メートル何メートルと決

めてやっているところではないものですから、ご理解いただきたいと思っております。 

それから、六次化の関係ですが、現在どの程度団体があるのかということですけれども、

六次化を進めていきたいということについは、これまでも農政課なり農業委員会の窓口相

談等もある中で、数件たしかに農家レストランをやりたいという相談がありました。明確

にどこがということはなかなか企業さんのこともあるので申し上げられないのですが、現

在大規模に修景を生かしてその地域に皆さんが集えるような取り組みをしたいという相談

も受けておりますし、昨年 2件農家レストランをやりたいと相談がありました。1件はたま

たま北広島に狙った場所が、修景のいい場所を狙ったのですが、なかなか地権者の了解を

得られなくて断念をして北広島から違う地域にということで場所を求めたと報告はいただ

いています。その他にも現在やっている直売所を更に広げてそこに自分で作っているトマ

トを加工して出したいとか色々と聞いております。そのようなものですから、現在のとこ

ろ、まず、地方創生の展開も含めま、27 年度から 28 年度がスタートということだったもの

ですから、まずは知っていただくということも含めてセミナーを開き、資金の関係ですと

か、簡単なものではないと、始めるということは農業だけではなくて様々な、いわゆる二

次産業、三次産業のことも経営者として考えなければならないということで、そういった

ことに気をつけて経営をしなければいけないということで講演をしていただきまして、先

ほど申し上げましたけれども、29 年度はそれをどういう形で支援していけるのかというこ

とで制度設計を考えておりますので、できるだけ力強く支援できることを考えております。 

鳥獣の関係ですけれども、28 ページのところでというお話をいただいたのですが、原則

的にということで私はお話をしたつもりでして、少し説明が足りなくて申し訳なかったの

ですが、カラスやアライグマに関しては一部環境課でも広範囲にわたるため担っていただ



H29.3.8【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

8 

 

いているところもあり、特にカラスですと飛び歩くものですからクリーンセンターでの駆

除を実施して、農業部分では違う農家の畑の近くでやっていただくとかということで、お

互い協力をしてやっているという実態がありますので、ここに入っていると認識していま

す。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 3点ほどお聞きいたします。133 ページ、担い手への農地集積推進事業になるかと

思うのですが、市長の予算の概要でもありましたが、農地集積に協力する農業者への協力

金、これの 28 年度の実績、それから 29 年度はどのような見通しで予算を組んだのかご説

明願います。 

それからページ数なしで 2 つほど。28 年度の耕作放棄地ですね、この市内の状況はどう

なっているのか。また国の耕作放棄地に対する方向性、指導しろというのは今どうなって

いるのか、まずお聞きしておきたいと思います。 

それから先ほど小田島委員からも関連で出ましたが、くるるの杜の関係ですが、大曲で

は大曲東小学校が地元の登校区域でもあるということで、くるるの杜で収穫時期に体験を

するようなこともしております。そういった意味でくるるの杜は農業資源にもあたる施設

だと思いますから、今後、市としてくるるの杜とどんな連携ができるのか。いわゆる収穫

体験、また種を蒔くところから含めて、そういうことがこの施設を利用すると一般市民の

方も十分利用できるのかと思いますが、そういった意味での事業連携といいますがそうい

ったものは市としてどう考えているのか、この点をお聞きします。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 まず農地の集積の関係ですが、28 年度で申し上げますと現在のところ見込みはないとな

っています。29 年度は今現在相談がありまして、おそらく 500 アール程度、数字としては

実績が上げられるのではないかと見込んでおります。この内容ですが、農地の集積に関し

ては農地中間管理機構というのを国が立ち上げており、北海道の農業公社が中間管理機構

の事業を行っているわけですけれども、農地の出し手、例えば農業者が高齢になり離農し

たいというケースですとか、農地はあったのですが経営していた方が亡くなって相続を受

けた方がいるけれども、ただ管理しているだけの状態であるというような状況だと、そう
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いった農地を農地中間管理機構に貸し付けしたいということで申し出をして、一方では借

り手、いわゆる担い手の農家ですけれども、そういった農家の方が中間管理機構に経営規

模を拡大したいというような理由で農地を探したいということで要望がありましたら、農

地中間管理機構が仲立ちをして結びつけるということになっております。結びつけるとき

にできるだけ農地を出しやすくしていただこうということで、その出し手に助成金が与え

られるということがこの農地集積事業の内容になっております。この部分については 10年

という縛りがあり、10 年以上で出し手の方に貸し付けをしていただきたいということにな

っているため、それで 10年になると自分も高齢だしということで処分したいときにすぐ処

分できないということで、貸し手の方になかなか申し出をしていただけないというような

ことがあると考えています。そういったことから今まで実績がなかったということで、そ

れに対しましても耕作放棄地があることを考えますと、それなりの面積で集積をしていた

だきたいということで予算を見込んで計上してきたということになっております。 

次に、くるるの杜の関係ですが、先ほど申し上げましたけれども、くるるの杜の担当の

方ともお話をしましたけれども、農業体験施設ということで田んぼもあり畑もありと、そ

れからハウスでいちごもありということで、様々な体験ができるというところです。いち

ごの関係で北広島は有名になってきておりますので、いちごは冬場もできるということも

ありますし、それから田んぼについては赤毛、ななつぼし、ゆめぴりかと様々なお米があ

ります。特に赤毛に関しては北広島が発祥ということもありますので、そういったところ

で連携していくところがあるのかなと思っております。くるるの杜さんもこれから地元と

どうやって連携をしていきたいのかを模索したいというようなことも伺っておりますので、

これから色々協議をしながら市のためになるように連携をしていきたいと考えています。 

耕作放棄の関係ですが、平成 27 年度の耕作放棄地はおよそ 71ｈａです。平成 28 年度は

およそ 25ヘクタールとなっています。これでかなり下がっているわけですが、藤田委員か

らのご質問で、国の指導はどうなんだということですが、これまで平成 20年度から特に国

が力を入れて耕作放棄地の解消をしてくださいということで一筆ごとの調査をしてくださ

いということが続いておりました。現在も一筆ごとの調査をしているのですが、なかなか

耕作放棄地が解消されないというのがあり、国では耕作放棄地で農地中間管理機構に、も

しも貸せるような土地があって相談した場合に農地中間管理機構としてまとまりがないだ

とか、借手がつかないだとか、農地としてなかなか使えないというところに関しては、市

町村に対して使えないということを言った場合については、市町村がそれを受けて、それ

は農地として耕作放棄地として扱わなくていいですよというような方針が出てまいりまし

たので、その結果、27年度から 28年度にかけて大きく数字が下がったという形になってお

ります。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 
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藤田委員 

 わかりました。2点ちょっとお聞きします。くるるの杜に関しては色々な連携が今後可能

だと思うので、これに関してはしっかりと何ができるのか、また北広島ならではの体験だ

とかを含めて、よく事業者と協議をしていただいて、将来的には予算化が必要なものがあ

ればそういったものもよく検討していただきたいなと思います。これは要望としておきま

す。 

耕作放棄地だけ 1 点聞きます。今、砂金農政課長の説明からいわゆる耕作放棄地がかな

りそういう意味では減ったということは、そういう意味ではもう耕作できない、明らかに

できないものはもうそういう意味ではカウントしなくていいですよということであろうと

思います。そうするならば、そういう土地を持っている地権者、農業者からいきますと、

特に北広島の場合は幹線道路沿道にいわゆる農地と思われるところが資材置き場になった

りとか駐車場になったりとかそういうケースがよく見受けられるのですが、こういう耕作

放棄地でない、またそこに作物を作ることがもう後継者もいない、土地の性格上無理だと

なった場合、そういう地権者が土地の転用で農政課に相談きた場合に農政課としてはどの

ような指導等を現状しているのか、ご説明願います。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 農地でないと判断された土地ということになりますので、もしもご本人が望まれるよう

な土地利用を考えるという相談があればそういった部分では農地関係では申し上げること

はないのですが、土地利用については都市計画法とか様々な規制がありますので、そのほ

うが後々法律関係で困らないように、お考えのことに関してはしっかりと関係部局に相談

していただきたいというような指導をしております。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず 135 ページの鳥獣による農作物等被害防止対策事業ですけれども、今、小田島委員

から質問があったわけですけれども、エゾシカ以外の駆除をこれによって行っているもの

があれば実績を教えていただきたいということと、もう 1つはエゾシカについて 78頭、28

年度駆除されているということですけれども、そのうちくくり罠が 24 頭となりますと、い

わゆるエゾシカを銃で撃った場合はかなり血抜きとかそこら辺が難しいということで活用

が難しいと言われているのですが、くくり罠などによって駆除されたものも含めて、この
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駆除されたエゾシカの活用などについて六次産業化のことも含めて何か活用した方がいい

のでないかなと思うのですが、そこら辺の考え方を教えていただきたいというのが 1点。 

2 つ目はその下のところの林業振興経費なのですが、林業に関しては、林に関しては都市

整備課と共同でやられていると思うのですが、1つは都市整備課と農政課との関係での事業

の棲み分けも絡めて、この林業振興経費で具体的にどのような事業をやられているのかを

教えていただければと思います。以上です。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 まずエゾシカ以外の状況ということですが、平成 28年度の今の実績では、アライグマが

被害面積 0.56 ヘクタールで 81 頭を駆除しております。捕獲しております。それからキツ

ネが 0.65 ヘクタールで 24 頭、鳥類は 1,104 羽を駆除しているという実績です。エゾシカ

の利活用といいますか六次産業化も含めてということなのですが、これまで道央農業振興

公社と協力してどういった取り組みができるのかということでも調査をしてきている経過

があります。南幌に化製場がございまして、視察もしてきております。駆除をした後すぐ

に血抜きをして速やかに運搬をするという体制を構築するとかそういったことを考えます

と、トラックをすぐ手配するというのはなかなか難しいとか様々な課題があるのだと認識

しており、関係 4 市含めて協議をするのですが、良い案というのがなかなか出ていない状

況になっております。何か良い策がないか模索していきたいと考えております。 

それから、林業振興の部分ですが、都市整備課と農政課の区分けといいますか、基本的

に森林法等は所管するのが農林水産省となりますので、そういうことを受け基本的な市の

政策的な部分の考え方についての取りまとめは農政で行いますけれども、市が保有してい

る森林関係の整備に関しては都市整備課で行っているところです。それから、農政の所管

している予算の部分ですが、森林ボランティアに対する助成をしており、森林ボランティ

アに富ヶ岡地区で整備をしていただいたり、中学校で授業を支援しておりますけれども、

森林整備を行っていただいている部分のチェーンソーなどそういった消耗品があるのです

が、これら消耗品の部分を支援しているという内容になっております。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まずエゾシカなのですが、なかなか難しいと言われるのですが、北広島だけではないで

すけれども全道的にエゾシカを活用していこうという方向があります。市内にもホテルと
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か飲食店なんかもあるので、こういうものをきちんと活用していけば食肉だけではなくて

色々アクセサリーとか色々な加工も考えられると思いますので、ぜひそこら辺のところは

前向きに検討していただきたいなと思います。 

それともう 1 つ林業の方ですが、具体的に市内の水源涵養林とか色々あると思うのです

が、林業として活用しようと考えている森林面積は民有林、市有林それぞれどれくらいと

把握されているのでしょうか。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長。 

 

砂金農政課長 

 水源涵養保安林等とかありますけれども、林業として行う森林という指定の部分がない

ものですから、今のところ見込みはないと考えております。 

シカも前向きに検討していただきたいというお話でしたが、情報収集等に努めながら調

査研究していきたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

 ないようですので、以上で農林水産業費の質疑を終わります。 

暫時休憩といたします。 

 

休 憩  午前 10時 41 分 

再 開  午前 10時 42 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に商工労働費の質疑を行います。 

鈴木委員。 

 

鈴木委員 

 おはようございます。4点ほどお伺いいたします。まず 1点目は予算書 137 ページ、附属

資料 36、37、51 ページ、商業振興費の創業支援促進事業についてお伺いしたいのですが、

空き店舗促進事業については 29 年度も引き続き支援していただくことになりました。それ
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で商工会の一員として大変感謝申し上げる次第でございますが、この事業も発足当時は支

援を受けたにもかかわらず、なかなか定着率が悪く皆さんにも心配をさせたこととなって

おりますが、近年におきましては約 90％以上になっており事業目的に沿って進んでいるこ

とを報告し、次年度以降の支援もお願いするところであります。そこでお伺いいたします

けれども、コミュニティビジネス創業支援事業の詳細内容について、さらには起業支援促

進事業は改装費用の一部を支援するとありますけれども、この 2 点についてもう少し詳細

にご説明いただきたいと思います。 

2 点目は予算書 137 ページ、附属資料 36 ページ、住宅リフォーム支援事業についてであ

ります。この事業についても 29 年度も引き続きご支援いただくことを大変有難く思ってい

るところであります。ただ、市民の中には助成される対象項目がまだまだわからない方々

がいるようでございますので、その辺りをご説明いただくと同時にどのようなリフォーム

の利用が多いのかということ、そして近年の傾向も併せてご説明をいただきたいと思いま

す。 

3 番目は関連質問でございますけれども、市内企業の雇用対策についてであります。今回

の一般質問においても取り上げさせていただきましたけれども、雇用の確保については大

変な状況であることを述べさせていただきましたけれども、そこでこの傾向は人口減少に

伴う生産労働人口の減少からも暫く続くものと私は考えるのであります。その対策に資す

るべく、まずは従業員を一定以上雇用する本市企業の雇用調査というものをぜひ、最低 1

年に 1回は行うべきと考えますが、それについてのご見解をお伺いいたします。 

最後の 4 点目でございます。これも関連質問でございます。買い物弱者対策についてで

ございますけれども、これは団地内そしてそれに限らず高齢化に伴う買い物弱者対策は喫

緊の課題であると今まで私は申し上げてきております。しかしこの度の予算書にはその対

策に講じる予算はどのページを見ても掲載されていないのであります。その対策は商業活

性という側面も存在することから急を要するものと考えるのでございますが、ここで今申

し上げたように数字が掲載されていないということにつきましては、買い物弱者は本市に

は存在しないという解釈でいいのか、この辺りをご説明いただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 鈴木委員のご質問にお答えします。4点ほどご質問があったかと思われますけれども、ま

ず 1 点目のコミュニティビジネス創業支援事業、それから起業支援促進事業についての詳

細ということですけれども、まず、コミュニティビジネス創業支援事業ですが、こちらに

ついては地域の課題をビジネスの手法で解決することを目的として、開業に要する費用の

一部、店舗等の賃借料等、100 万円を上限として補助する事業です。地域課題を解決すると
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いう視点から新たな産業の創出を期待している側面が強い事業です。それから、起業支援

促進事業については、市内で新たに事業を起こす個人が賃貸した店舗を、改装する費用を

250 万円を上限として 2分の 1を補助する事業です。こちらはまち・ひと・しごと総合戦略

の中で新規事業と位置付けられています。 

それから、2点目のご質問ですが、住宅リフォーム支援事業、こちらについてですが、こ

の事業については、市民の快適な住環境の確保並びに市内建設事業者の振興と雇用の安定

を目的として実施している事業です。市民の方が居住されている住居のリフォームを 50万

円以上で実施する際に、その補助の対象となる費用の 10 分の 1、10 万円を限度に補助して

いるものです。それから、どんなリフォームの利用度が多いのかというご質問ですが、屋

根ですとか外装、こちらを目的としたものが最も多くて 53％ほどを占めております。それ

に続き内装が 15％、給排水や冷暖房についてが 13％という利用頻度の割合になっています。

近年の実績ですが、28 年度の集計が出ておりまして、件数でいいますと 145 件、補助額で

1,296 万 9 千円という実績になっております。過去 3 カ年の状況は、平成 25 年が 172 件、

補助額が 1,479 万 1千円、平成 26 年が 146 件、補助額が 1,294 万 5 千円、平成 27 年が 147

件、補助額が 1,285 万 9千円という実績で推移してきている状況です。 

それから、3点目のご質問ですが、市内企業の雇用対策、こちらについては一般質問でも

答弁させていただきましたが、これからの少子高齢化を勘案しますと今後この状況がます

ます憂慮すべき課題になってくることから、私どもも喫緊で待ったなしの課題として捉え

ております。有効な雇用施策に取り組んでいかなければならないと考えている状況です。

毎年この雇用対策の参考とするために、商工会と共同で市内の事業所 400 社を対象として

労働事情調査を実施しております。この結果の分析から、最近の傾向としては女性のパー

ト、非正規の労働者を雇用する企業が大変多いことが浮き彫りとなってきておりいす。今

後この調査の内容をさらに精度を高めるとともに、雇用者側だけではなくて求職側のニー

ズも把握しながら、雇用と求職の両サイドに対しまして雇用機会の拡大に向けた効果的な

施策を検討してまいりたいと考えております。 

それから、最後 4点目のご質問ですが、買い物弱者対策について、平成 27年に消費生活

調査委託というものを実施したところです。市内の各地区の買い物弱者という言い方がい

いのでしょうか、その割合や特色など具体的な実態を把握するために、28 年度はまず国の

研究機関の農林水産政策研究所という機関が買い物弱者という定義をしております。この

ようなものを参考に、27 年の調査報告書のデータをベースにして、今、市内の 5 地区の買

い物弱者数を推計するとともに、各地区の買い物環境を把握する作業をやっているところ

です。今後はこの資料を基に買い物弱者対策を検討してまいりたいと考えているところで

す。 

 

橋本委員長 

 鈴木委員。 
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鈴木委員 

 ありがとうございます。それで 1 番目の質問の中でのコミュニティビジネス創業支援事

業につきましては比較的新しい事業でございますので、ぜひこれらも住民との、また今、

特に高齢者も非常に増えてきておりますので、やはりそういう福祉にも関わるような形の

中で充実できるようなビジネスと、それをサービスを受けられる部分と、非常にどちらも

ウィンウィンの関係ができるような形でひとつ頑張っていただきたいと思っております。 

2 番目の住宅リフォームのお話でございますが、その件数等はわかりました。そこで、リ

フォームという言葉が比較的一般的にはその定義上どこからどこまでかというのは非常に

難しくなっているということで、一般家具も例えば何かをするときにリフォームとか言っ

たりそういうことがあるものですから、今のお答えでいけば要するに 50万円以上の部分で

一般家庭においてのリフォームという形で考えるときに、だけど 50万円以上でしたら、例

えばカーテンだとかカーペットもただ置いて敷くというのもありますけれども、敷き込む

というカーペットもございます。これは比較的高いわけでありますから、例えばそういう

状況で部屋をリフォームするんだという言葉を使った場合、こういうものは適用できるの

かどうなのかということも市民もちょっとクエスチョンマークで考えるところであります

から、もしその辺がわかれば教えていただきたいと思います。 

3 番目の雇用状況の部分でございますが、その調査を 1年に 1回やっているということは

わかりました。それでせっかくやられているわけですから、そのアンケートの内容にやは

り雇用状況というか本当にその辺が充足できているのかとか、足りないのかとか、どの程

度足りないのかとか、少し詳細にわかるような部分も、やはりお金はたぶん一緒なことで

すから、わかるようなアンケートを、今後少し内容を精査してやっていただきたいと思う

のですが、その辺りはいかがなものかなということであります。 

4 番目の買い物弱者の部分でございますけれども、本当にこれに関しましては買い物する

人も不便であると同時に商業の振興という側面もあるわけですから、ぜひ早くにやってい

ただきたい。それで私もずっと、これはカルチャーショックと言ったらあれなのですが、

いつだったかこれも一般質問したことがあるのですが、その時に 27 年度の消費生活調査の

中の付録のアンケートには、団地内では買い物をする方が不便さをあまり感じていないと

いうところの数字が非常に大きくて、私は一体この調査は何を基に出た数字なのかなとい

うことを非常に驚きを持って見た記憶がございます。そういうこともありますのでやはり

しっかりとした調査を進めて、この件についてもひとつ、沢山色々やることがありますけ

れども頑張っていただきたい、これは要望とさせていただきます。何点かお答えをいただ

きたいと思います。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 
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佐々木産業振興室長 

 1 点目のリフォームの定義ということですけれども、カーペットをホームセンター等から

買ってきてというのと敷き詰めたカーペットの違いということだと思われるのですが、基

本的には市内の建設事業者が業として作業行って、そこに支出するといった建築工事が発

生するものを対象としている定義です。 

それから、アンケートの内容を詳細にというところですが、鈴木委員がおっしゃるとお

り、よりニーズを把握するためにもう少し詳細の設問項目を、商工会と共同で実施してお

りますので連携しながら、業者の色々な課題もディスカッションしながら、詳細な項目を

設定するように進めてまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 それでは 1 点質問させていただきます。予算書 139 ページ、サイクルツーリズム等観光

拠点整備事業について。附属資料は 51ページになります。29年度予算は 1,490 万円と、28

年度の 586 万円より約 900 万円と大きく増額されておりますけれども、こちらの具体的な

内容についてお伺いします。またこの中の委託料が約 1 千万円あまり計上されていますけ

れども、その中身についてもお伺いします。あと一番下に職員会議等負担金というのがあ

るのですが、この内容についても教えてください。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 サイクルツーリズム等観光拠点整備事業につきましては、1,490 万 1千円ということで予

算計上しております。大きく増額になったところというお話ですが、まずサイクリングツ

アーの開催ということで前年度ベースで 63万 6千円ほど上げています。理由につきまして

は安全確保の強化という面であったり、事前準備の拡充、人的な配置であったりしており

ます。またレンタルも増ということで上がっております。また、サイクルツーリズムのプ

ロモーションということで、今年度も幕張のサイクルモードインターナショナルに出店し

ておりますが、来年度も出店したいと思っております。これについては増額としては 328

万 5 千円ということで、内訳は今年度も作ったのですがコンセプトブック、これも好評だ

ったものですからボリュームを増加させて予算計上しております。また、それと併せて現

場で北広島の位置をお知らせするのに、結構首都圏の方で北広島の位置が分からない方が

多いものですから、サイクリングマップを作るということで別途それを作る予算も計上し
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ております。また、今年度は結構色々な方にブースに来ていただいたのですが、そのオペ

レーションで人的に相当不足していたものですから、そういったオペレーションの人的確

保も予算計上しております。また札幌市内のチ・カ・ホの空間で併せて同じような造作を

してプロモーションも考えておりまして、トータル 328 万 5 千円がアップしたという状況

です。先ほどのサイクルマップは、そういった形でまた地元でも配布したりしたいと思い

ます。また委託費で増額したところでは、サイクルイベントの中のインバウンド奨励ツア

ーということを今回計上しています。これについては台湾から 5 名ほど旅行会社やメディ

アの方を北広島へお呼びして、3泊 4日を想定していますが市内の観光施設であったりお買

い物をしていただいて、北広島の魅力をまず知っていただくという事業です。そういうこ

とを通じてプロモーションしたいと考えております。それとあと大きく増額したところが

多言語版のサイクルマップも考えておりまして、これについては今年度は日本語版を作っ

ていたのですが、来年度は日・英・中国は 2 種ということで各マップ 2 千部ほど作る予定

です。以上、委託料につきいては総額で 721 万 8 千円が上がったという形になっています。

負担金の関係ですが、サイクルモードインターナショナルの出店負担金ということで計上

しています。今年度は当初予算では組んでいなかったのですが流用させていただいて、負

担金という形で執行しております。 

 

橋本委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 ありがとうございます。この増額の中には海外に向けた色々な対策が組み込まれている

のかなと思うのですが、その中でマップとか色々多言語で作られるという中に、やはり海

外の方の受け入れ態勢の１つに観光案内板とかサインという観光客の受け入れにとても重

要な役割だと思うのですが、またこういったサイン、案内板の強化はどのようにされるの

かお伺いします。あと委託料は色々説明があったのですが、昨年度からツール・ド・キタ

ヒロにおいては 200 万円かけて委託されていると思うのですが、今年度もこの回数や定員

人数は変わらないのかお伺いします。最後の職員会議等負担金というのは表現の仕方がど

うしても職員だけの会議にこんな 29 万 7 千円使うのかなとそのような誤解を招く、表現の

方法があるのかなという意味でお聞きしました。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 まず観光サインということでお話があったかと思います。これについては一般質問でも
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色々答弁しておりますが、このサイクルツーリズム等観光拠点整備事業において、検討し

たいと現状では考えております。またツール・ド・キタヒロについては、28 年度と 29 年度

は変わらず 4回開催で、定員も一応 40名で考えております。経費増は先ほどの説明のとお

り、安全管理であったり人的確保の部分で増額している状況です。あと 3 番目、予算書の

ほうの表記についは、職員会議等負担金ということでいわゆる出店料が、予算的な考え方

の枠組みの中にここは入るということでご認識いただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 まず案内板の件ですけれども、29 年度たくさんメディアの方とかいらして、いざ再来年

度に、30 年にたくさん台湾の方とかが来たときに、いざ来てどう行ったらいいのかわから

ないということがないように準備も進めていただきたいと思います。ツール・ド・キタヒ

ロについてですが、市内を 50～60 ㎞、自転車で走って市内の特産物を食べ歩く感じですけ

れども、私も参加して、前回の質問の答弁にもありましたが、市外の方が多いんですよね。

8割方、市外の方で、委託されているそのスタッフの方も結構市外の方が多くてですね、質

問されるんですね。北広島のこの辺どこなんですかとか、この美味しい食べ物はどこでと

いうのは、資料とかしおりも貰うのですが、それを説明できるスタッフがいないと、私が

しゃしゃり出てああだこうだということが多くて、やはり職員の方やスタッフの方もとて

も重要な役割だと思いますので、そういった配慮もお願いしたいと思います。以上です。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 サインの関係ですね。招へいしたことによってたぶん色々な形でご要望とか我々もお聞

きするタイミングがあるかと思います。そういった意味では、滝委員のおっしゃったとお

り、どういったご案内、サポート体制が必要かも含めてしっかりそこは聞いてまいりたい

と考えております。またツール・ド・キタヒロのほうですね。ご指摘の通り、色々まちの

魅力をきっちり伝えられるようなスタッフということだと思うのですが、それについても

しっかり教育した上で皆様にご案内できるようサポートしていきたいと思っております。 

 

橋本委員長 

 鶴谷委員。 
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鶴谷委員 

 それでは 143 ページ、働きたい女性のための再就職支援事業について伺います。昨年初

開催したこの事業ですけれども、2017 年度の実施予定時期について、まず伺います。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 働きたい女性のための再就職支援事業ですが、新年度につきましても今年度と同様の時

期で 9月に採用いたしまして、12月末までの事業として考えております。 

 

橋本委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 わかりました。初開催ということで報告では再就職支援事業では定員近い参加があって、

それぞれ市内の事業所などに就職されたという成果を伺いましたが、それと共にいくつか

の課題や改善点など気付かれたところがあったかと思います。2回目に向けての改善という

視点で考えていることが現時点でありましたら、お聞かせください。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 2 年目に向けての改善点というご質問ですが、1 年目となる平成 28 年の事業では研修生

の努力や企業の皆さんの協力により 12 名の就職を決定することができましたが、就職率

100％に向け就職未決定者への、より細やかな支援が必要であると考えております。研修期

間中、研修生に事業について意見を求めたときがあるのですが、「職場実習前に直接企業を

見学できる機会があったら良かったです」というご意見もあったことから、平成 29年度の

事業において実施を検討しているところです。今後も研修生や協力企業の皆さまの意見を

聞きながら、より効果的な事業を目指してまいりたいと考えているところです。 

 

橋本委員長 

 鶴谷委員。 
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鶴谷委員 

 2 回目の開催に向けて色々周知も広報も含めてお願いしたいと思いますが、私は合同雇用

促進事業の説明会を少しの時間だけ見させていただきました。この開催会場ですね、とて

もいい雰囲気で、受付からお子さんのお預かりスペースまでよく設営された会場でいいな

と思ったのですが、1つだけ残念だったのがこの企業説明会の開催日の設定が市内の小中学

校の土曜日参観の日だったんですよね。それで参加が閑散なイメージが、午前中は色々な、

履歴書の書き方や面接のときのちょっとしたアドバイス講座などそういう組み立てもとて

もよかったと思うのですが、参加対象のターゲットにとっての日程設定がどうなのかとい

うのも、市内の色々なイベントや行事と併せまして総合的に日程を組み立てて、確実に参

加対象の方が興味を持って参加をできるという日に、多くの方が参加できる日に設定して

いただきたいと思ったところがありました。これについてお伺いします。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 鶴谷委員からご指摘のとおり、当日参加していただいてそのときにもご意見いただきま

したけれども、本当に調査不足で、実施の日が市内の土曜参観日と重なったことでちょっ

と来場者が少なかったのかなという要因として分析しております。また、併せて非常に悪

天候も重なりまして来場者が予定より見込めなかったのかなと反省点として捉えておりま

す。今年度は、そういった市内の子どもを持つ親が出席するイベントと重ならない予定を

組んでまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

田辺委員。 

 

田辺委員 

 先ほど鈴木委員からもあったのですけれど、137 ページのコミュニティビジネス創業事業

支援についてお伺いします。25 年度は 2 件あったのですが、昨年度は 0 件ということだっ

たと思うのですけれども、これも結構長い時間が掛かってきて、最初の頃は色々セミナー

や勉強会のようなものもあったかと思うのですけれども、ここに来てなかなか創業してい

くという、地域の、先ほどおっしゃいました地域の課題解決を目指した創業というところ

の意識がなかなか伝わらなくなってきているのかなという印象を受けるのです、件数とか

を見ましても。なので、今一度原点に返って、アドバイザーの先生もいらっしゃるので、

講演会であるとかセミナーであるとかそういうものを企画して、もう一度やってみるのは
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いかがかなと思いました。空き店舗の事業と起業支援の事業と 3 つ創業支援の中に入って

いると思うのですけれども、どこがどうなのかなという、なかなか棲み分けも分かりづら

いのかなという印象を受けるのですが、その辺についていかがか伺います。 

それから、今、鶴谷委員も言いましたけれども、働きたい女性の就業支援ですけれども、

こちらも女性が働きやすい環境というのは 1 つの大きなキーポイントになるかと思うので

すけれども、こちら昨年は参加企業が 18 社あったということですが、参加者のターゲット

というのでしょうか、その辺はどの辺を想定して企画しているのか。子育て世代であるの

か、子どもがある程度大きくなって次に向けてという世代をターゲットにしているのかと

いうところで、そのターゲットに向けてというところで色々とＰＲの仕方も違ってくるの

ではないかなと思うのですが、この辺はいかがでしょうか。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 コミュニティビジネス創業支援を含む創業支援促進事業というふうにひとくくりで私ど

もまとめているのですが、起こす業の起業支援とそれから今のコミュニティと空き店舗の

事業の 3 つということです。この事業が走り出して、学識経験者に相談員ということで相

談に乗っていただいております。地域の課題をビジネス手法で解決するということではあ

るのですが、いざ相談をしていく中で、いやそれは起業支援、起こす業のほうがいいねと

いう形の事業同士の連携といいますか、最終的にどこかに落ち着くというような流れに今

なってきているような状況です。そういうこともありますので、コミュニティビジネスと

呼ばれるようになってから結構久しい状況ですが、おそらく、全国的に市民参加とか市民

協働とかというくくりの中で、行政ができない部分を色々な地域課題解決を担っていただ

くというところから発生したビジネスと私は捉えています。概念が叫ばれてから、かなり

時間が経っていますので、改めて、現状でこのビジネスをどのように捉えていった方がい

いのかということも含め、アドバイザーの先生と相談しながら、より効果的な事業を目指

せるように調査研究してまいりたいと思っております。 

それから、働きたい女性の合同企業説明会ですが、こちらはターゲットはどういう方か

ということですけれども、再就職支援事業は、家庭に入られてある程度子育てが終了して

改めて社会復帰という方たちを、ご支援をするという部分です。合同企業説明会について

はどちらかといいますと、先ほどの鈴木委員のご質問の中にもありましたけれども、労働

事情調査の中で最近の企業 400 社の要望としては、女性のパートの雇用の需要が非常に高

いということもありまして、女性のパートに着目して合同企業説明会を実施しました。特

に子育てが終わったとかいうのではなくて、実際に現在進行形で子育て中の方も構いませ

んよというような仕切りで事業を実施いたしました。 
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橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 コミュニティビジネスですけれども、かなり最初の頃より時間が経ってきたというとこ

ろで、今一度先生と相談されて、コミュニティビジネスは普通のたぶん起業とはまたちょ

っと一歩違ったところがあると思うので、そこもやはり小さな地域の課題というところの

解決というところも大事なことだと思いますので、ぜひ検討していただきたいと思います

し、やはり女性が、女性がということではないのですが、こういうことが定住化にも繋が

っていくかと思いますので再検討をお願いします。 

それから働きたい女性の方ですけれども、ある程度子育てが終わったというところにな

ると年齢も少し高めのところを想定しているのかなと思うのですが、もう 1 つ着目してい

ただきたいのは、シングルですとか子どもを抱えても仕事をしなければいけないという方

達の働く場というところもやはり同時に考えていっていただきたいと思うのです。結構若

い世代の女性の貧困ということも言われていますので、どうしても単身の場合、今、男性

よりも女性の方が貧困率も高いというところがありますので、これについて子育て支援と

セットでの働く支援というのを考えていかなければいけないと思うのです。やはり子育て

支援あっての自立支援というところに繋がっていいかと思うのですけれども、この辺が働

く女性のこの事業の中での位置付けというのでしょうか、それはどのようにされていくの

かお伺いします。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 今回の再就職支援事業も特に明確な縛りは設けていなくて、実際に旦那さんを亡くされ

て 1 人で子育て、これから大変だということで、なんとかこの再就職支援に参加してパソ

コンスキルを身につけたり、履歴書の書き方ですとか企業に実際に行って、色々な事務の

スキルアップをしたいということで参加された方もいらっしゃいます。最終的には就職が

決まりまして大変喜んでいただいたところもございますので、あまりそういう対象要件を

固く縛らないような形で実施してまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 
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田辺委員 

 対象要件は特に縛っていないと思うのでそれはいいのですが、言ったようになかなか生

活が大変だという方も働けるようなそういう設定をぜひ考えていっていただきたいという

ことでお話しました。パートと先ほどおっしゃいましたけれども、実際のところパートだ

けではなかなかやはり自立していくのは難しいかと思うのです。なので、女性が 1 人でも

生活していけるようなラインがたぶんあると思うんですよね、お給料というんですか、そ

れで。そこのところが目指せるようなそういう支援をぜひパートだけではなくて正職員と

して働けるようなそういう場所も考えていっていただきたいと思うのですが、いかがです

か。 

橋本委員長 

 佐々木産業振興室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 合同企業説明会の、企業の採用担当の方と参加者との面談も聞いてはいたのですが、そ

の場でご主人を亡くされたとかそういった実際に自分がどういう境遇だというお話をされ

ないと、採用担当者も正規職員を目指す形でいきましょうかというような話にならないと

思います。ですからその辺は企業の方々にもパートだけに限らず、参加者のその状況を鑑

みて正職員として採用していただくこともお願いしていきたいなと考えているところです。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず予算書 137 ページの小規模事業指導推進事業ですけれども、これは商工会の経営相

談等に対する支援だと思うのですけれども、具体的に小規模事業者に対する相談の件数だ

けでなくて特徴的というか主な相談内容とそれに色々対応されていると思うのですが、対

応内容とかその中で課題等があればお示しいただきたいというのが 1つです。 

それから 2 つ目が同じく 137 ページ、創業支援促進事業ですけれども、今色々と議論さ

れておりますけれども、その創業された業種というのは主にどういう内容になっているの

か教えていただければと思います。 

それから 3 点目は 139 ページの都市型観光推進事業です。これは新規拡大事業のパブリ

ックコメントの中では、航空機の中での宣伝や本州の大学生を呼んで観光パンフレットを

作るなどという話が載っていて、今回はそれが予算策定の中で削られていると思うんです

よね。私も賢明な判断ではないかと思うのですが、都市型観光推進事業を今年度以降進め

ていく具体的な戦略といいますか、どういう方針でやっていくつもりなのか。私も前から

話しているように、サイクルツーリズムなどはかなり進んできていると思うのですが、北
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広島市が観光地域だという認識がやはり市内外になかなか薄いという状況の中で、やはり

観光でやっていくのであればきちんとやるべきことをやると。先ほどありましたように観

光案内板をきちんと設置するとか観光案内所を作るとか、あと色々Ｗｉ－Ｆｉの問題も言

われています。そういう受け入れ態勢の問題ですとか、市内の事業者の皆さんは本当に観

光でやっていく上で、うちではこういうお土産を作れるよとかこういう商品を出せるよと

か、そういうあたりのコンセンサスづくりがきちんと行われなければいけないと思うんで

すね。そういう意味で、都市型観光を推進していく意味で、どういう戦略でやっていくの

か、それで今年度はどういう形でそこら辺を進めていこうとしているのか、お聞かせ願い

たいと思います。以上です。 

 

橋本委員長 

 佐々木産業推進室長。 

 

佐々木産業振興室長 

 3 点ほどご質問あったかと思います。うち最初の 2点を私どもでお答えします。創業支援

事業の促進事業のほうの業種ですが、現在交付決定しているものが 2 件あり年度内に申請

予定が 1 件となっております。最終的には 3 件開業予定ということで捉えております。業

種は 1 社が美容室で、もう 1 社がワーキングレンタルスペースというような言い方をされ

ているのですけれども、場所を提供するということですね、働くための貸し事務所ではな

いですけども、言ってみればそのようなスペースをやりたいということです。もう 1 社が

アイスクリームという、合計 3つの業種になっております。 

小規模事業につきましては担当主査から答弁します。 

 

橋本委員長 

 宮本商業・消費担当主査。 

 

宮本商業・消費担当主査 

 それでは小規模事業推進事業について、お答えしたいと思います。商工会の方で景気改

善指導というのは、まず記帳が主な指導になります。要するに小さな事業をやっている個

人の方が色々自分の帳簿付けなどがなかなかできないと、その収支の面もなかなか見られ

ないということで、そういったことを重点的に今指導しているということです。商工会の

事業ですので、そういったことで私のほうで聞いているという部分でごす。件数的には大

体年間で 500 件から 600 件程度の指導をしていると伺っております。問題点としては、や

はりそういった指導を粘り強くこれをやっていかなければいけない必要があるということ

で、商工会で実施しているということで伺っているところです。 
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橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 都市型観光推進事業の戦略ということだと思います。都市型観光推進事業ということで

現在協議会を設置しており、市内の観光事業者や商業事業者で構成するメンバーで運営し

ておりまして、27 年度末をもって都市型観光の方向性というものを策定しました。その中

で地域の資源をしっかりブラッシュアップして、そういったものを活用して周遊観光に結

び付けようという方向性もありまして、そういった中でサイクルツーリズム等観光拠点整

備事業という形にも派生していった経過があります。実際に都市型観光推進事業は何をや

るかというところなのですが、こういった商工事業者さんとの連携がやはり大きなポイン

トになっておりまして、管内でも日帰り旅行というかそういう観光客がかなり多くいらっ

しゃるのですが、28 年の上期におきましては延べ数 655 万 8 千人の宿泊者が管内におりま

す。また、日帰り旅行客が 1,251 万 8 千人いらっしゃいます。この管内の方が北広島にど

れくらい来ているかというと 64 万人ということで、5％強しかいらっしゃらない形です。

ほとんどの方が札幌市内のほうに 40％いらっしゃり、あるいは千歳のほうにいらっしゃる

という現状です。そういったところからやはり近郊も含めて、北広島に来ていただくこと

が大事でして、この都市型観光というのはそういった周辺との連携ですね、そういった部

分も含めて私ども魅力あるものをどんどん伝えていって、北広島に着地いただくという戦

略がひとつ大事かと思っています。そういったところで情報をウェブで配信したり、29 年

度はパンフレットも増刷をして、そういったプロモーションを行ってきたいと考えており

ます。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず創業ですけれども、この点については田辺委員からも色々お話があったように、い

わゆるコミュニティビジネスだけではなくて創業というのはなかなか難しい、そういう意

味では芽のところから育てて、やる気のある人たちを掘り起こして、それを開業に結び付

けるという、そういうプロセスが必要だと言われているので、支援制度があるからやって

くださいというだけではなかなか、特に北広島市自体はそれほど人口が大きいわけではな

いので、やはり市外の人も含めてそういうことをきちんとアピールしてやっていくことが

必要だと思うので、ぜひ支援制度だけではなくて、先ほどのセミナーもありましたけれど

も、ぜひそういう色々な取り組みをしていっていただきたいなと思いますけれども、その

点についてお伺いします。 
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それから小規模事業については記帳指導がほとんどだということですが、やはり記帳指

導が大事なのですが、やはり記帳指導の中で色々と見えてくるものがあると思うのです。

やはり経理の中からその企業の経営上の問題点とか色々出てくると思うので、記帳指導と

併せて融資の問題ですとか店舗構成の問題ですとかそこら辺を併せて指導していただきた

いと思っておりますので、商工会とそこら辺のところは密に連絡を取っていただきたいな

と思っております。 

それから 3 つ目は都市型観光のところですけれども、先ほど言いましたように、協議会

の中で色々やって観光資源についてはブラッシュアップしていくということで、サイクル

ツーリズムなどに結び付いているというご答弁ですけれども、ぜひその受け入れ体制の問

題ですね、そこら辺のところをきちんと今後議論していただきたいと思います。やはり駅

ですね、北広島駅を通過する人も含めて非常に大量の人たちが通過しているわけで、やは

り駅への、普通は駅ですと北広島はこういう観光名所がありますよなんて載っていますで

しょ。そういう形式がいいのかわかりませんが、やはり千歳線に乗ってくる方に対するＰ

Ｒですとか駅を降りてからきちんと北広島はどのように行けばいいのかという辺りの案内

所、それからこれは色々な委員から言われていますけれどもＷｉ－Ｆｉ機能、特に最近の

携帯では、これは災害にも使われているのですが、いわゆるポケモンゲームと同じように

歩いていくとこの近くに避難所がありますよとか。そういう形の利用もありますので、ぜ

ひそのＷｉ－Ｆｉとかそういうインフラ整備をやっていただきたいと思いますけれども、

そこら辺の見解をお願いします。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 受け入れ体制といいますか、まちの玄関口であるエルフィンパークも含めて、北広島駅

の受け入れ体制も含めてだと思うのですが、多くの方がインバウンドも含めて現状いらっ

しゃるという形です。そういった意味では、まちの玄関口の観光客へ対してのおもてなし

の窓口として観光案内機能もしくはサインですね、そういったわかりやすい部分の表示、

そしてバス停等へのナビゲーションも含めて、現状では少し足りない状況にあると認識し

ております。今後、都市型観光の協議会の中でも議論をしたり、またサイクルツーリズム

観光拠点整備事業においても基盤整備という形でも検討してまいりたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 
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藤田委員 

 簡潔に 2点ほどお聞きします。139 ページ、サイクルツーリズムの観光拠点。先ほど滝委

員からも違う角度で質問が出たのですが、私は違う視点で。サイクルモードインターナシ

ョナル 2016 ですね、これに昨年行ったときに特にＶＲ動画、自転車で北広島を走るという

のが大変ブースで評判だったと聞いております。であるならば、例えばこのＶＲ動画を新

庁舎の 2 階もしくはエコミュージアムのロビー、こういったところで疑似体験コーナーを

することができないのかどうか、この点お聞きしたいと思います。 

同じく 139 ページ、観光振興事業。これ観光協会の補助金だと思いますが、いわゆる観

光協会の補助金は基本的に祭りへの支援ということに使われているのですが、特に今回の

冬まつり、今回非常に来場者が多かったと聞いております。まず例年に比べて来場者がど

うだったのか。それからもう 1 つが駐車場に入るのに随分待たされるケースがあったと、

逆に言うとそれだけ来場者が多かったが故にスムーズに駐車場に入れなかったということ

だと思うのですが、このお祭りがさらに人気が出て来場者がさらに増えるとした場合、ま

ずこの駐車場対策をどうするのか。それから新年度予算にそういったものも経費として見

込まれているのかどうか、ご説明願います。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 まず今年度実施したサイクルモードインターナショナルのＶＲ動画の件です。新庁舎 2

階もしくはエコミュージアムにということで検討できないかということですが、この疑似

体験コーナーは実はクオリティの凄く高いものを提供させていただいておりまして、再生

機器としてヘッドマウントディスプレイというものを頭に付けたり、パソコンの機器も設

置して実施している状況です。その環境の整備は高度な技術が必要なものですからセット

アップ技術者によって調整している状況です。こういった疑似体験コーナーはセットアッ

プや安全管理、人も常駐していなければならない部分、またコストなどの多くの課題があ

り、現状では設置が困難であるという認識です。 

冬まつりの関係ですが、入込客数が今回は 1 万 2 千人でした。前回が 8,200 人というこ

とで大幅に増加しています。藤田委員のご指摘のとおり、駐車場についてはなかなか不足

しておりまして、我々のＰＲのご案内も公共交通でという形でご案内しているのですが、

今年度、その増については札幌のほうなど市外の方が多く来ているように思っておりまし

て、そういった駐車場の確保が今回足りなかったという反省点があります。それにつきま

しては、今も実行委員会を通してこの駐車場をどう確保するかも含めて検討している状況

です。また、予算の部分ですが、今回昨年度から比べて 550 万円ほど増額していますが、

これについてはイベントがだんだん大きくなっていったり、当然安全管理の場面で色々な
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機器を必要としています。リース物件の増とかそういった部分で各イベントに分配して使

ってまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 わかりました。冬まつりに関しては今後も来場者が増えるということも含めて、安全対

策含めてしっかり対策を練っていただきたい。もし駐車場確保のために予算が必要であれ

ばそれもしっかり検討してやっていただきたいなと。まず無事故とそれからせっかく来た

方に不満が残るような対応にならないように、ひとつお願いしたい。 

1 点だけ質問します。ＶＲ動画ですが、常設展示なりというのは人も置かなければならな

いし設備もかなり高額なものになるということで、これは難しいとのことでわかりました。

そうであれば市内のイベント、元気だすカーニバルとかも含めて多くの市民が集まるよう

なところにこういったＶＲ動画の疑似体験ができるような見せ方というのはできないのか

どうかお聞きします。 

 

橋本委員長 

 山田観光振興課長。 

 

山田観光振興課長 

 現在ふるさと祭りにおいて、政策広報課でシティセールスの一環としてスマートフォン

で疑似的にＶＲ体験をさせているようなコーナーを設けています。このＶＲ体験のコーナ

ーにコンテンツの 1 つとして、今回の自転車の乗れるようなそういったものを追加できる

ような検討をしたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

 以上で商工労働費の質疑を終わります。暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 11時 43 分 

再 開  午後 0時 59 分 
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板垣副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に土木費の質疑を行います。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 4 点ほど。まず 149 ページ、橋梁長寿命化事業でお聞きします。市長の予算の概

要でもありましたが、大曲橋の実施設計を札幌市と行うという発表がありましたが、この

中身はどうなっているのか、まずお聞きします。 

それから 159 ページ、市営住宅管理経費。まず共栄の市営住宅 3 号棟の完成がいつにな

るのかということと、今回 50戸完成ですけれども一般市民への募集ですね、市営住宅の募

集はあるのかどうか。既存の方が入居してそれで埋まってしまって、募集があるのかない

のかも含めて現状の見通しをお聞きします。 

それからページ数なしで 2 点。まず 3 月下旬開通予定の羊ヶ丘の道道ですが、千歳方向

の供用開始。これは非常に大曲や輪厚希望ヶ丘の皆さんは非常に関心を持っているわけで

すが、この供用開始によって国道 36 号線と道道の交通量、これはどのように変化すると見

通しをして、懸案であります札幌ドームから大曲までの渋滞緩和にどの程度の影響が出て

くるものと現段階で予想をしているのか、お聞きをします。 

それからもう 1 点、大曲椴山線。市長の予算の概要でも出てきましたが、農場橋の架け

替えですね。一応用地取得と改築工事をするとしているが、当初の予定どおりの橋の架け

替えの予定どおりに今進んでいるのかどうか、その見通しも含めて説明お願いします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 大曲橋についてですが、札幌市との境界に架かっている大曲橋の点検と設計を行うにあ

たって札幌市が実施をするということで、北広島は応分の負担を負担金として計上させて

いただいているものです。 

 

新田土木事務所長 

 中島建築課長。 

 

中島建築課長 

 市営住宅共栄団地 3 号棟の件ですが、完成予定は本年 9 月 1 日を予定しております。そ

の後入居にかかるわけですけれども、藤田委員のご指摘の通り、今現在住んでいる共栄第 2
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団地と北の台団地、こちらに住んでいらっしゃる方がまず入られます。その後一般募集と

いうことで募集をかけますが、大体 15戸程度の募集をかける予定です。時期については完

成後また引き渡しを受けてから様々な検査を経まして、10 月には入居できるような段取り

で今考えております。 

 

板垣副委員長 

 平川庶務課長。 

 

平川庶務課長 

 羊ヶ丘通の全面開通についてご答弁します。3月 30日の 10 時から開通するということで

具体的に時間も事業主体の北海道より伺っているところです。国道 36号線の千歳方面から

羊ヶ丘通に入る路線は専用の車線が確保され、また、羊ヶ丘通から国道 36号の千歳方面に

向かうラインにつきましても国道の札幌に向かうラインの 2 車線をまたいで直接国道の千

歳に向かう道路の車線中央に下りるということで、かなり利便性が上がると考えておりま

す。今後の交通量の予測については、現在大曲インターのところでかなり、ゴールデンウ

ィークやシルバーウィークにつきましてはひどい渋滞ができているということで、そちら

の対策につきいても、今後開通した後の交通量調査や渋滞延長の確認等を行いながら、影

響を把握するとともに、交通量については 36 号線から羊ヶ丘通にシフトするのではないか

と想定をしているところです。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 大曲椴山線の農場橋の完成年度の予定についてお答えします。現在、ＪＲと協議を重ね

ておりまして、農場橋の完成は平成 31年度を予定しております。 

 

板垣副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 わかりました。3点ほど再度お聞きします。まず大曲橋ですが、点検と設計で札幌市と北

広島市の部分でそれぞれの負担をするということですが、今、大体どれくらい北広島市と

して負担をしなければならないのかという金額的なものがあるのであれば説明を願いたい

と思います。 

それから市営住宅。今の中島建築課長のお話ですと 15戸くらい募集できるのではないか
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と。今まで広報を見ていますと、1つの市営住宅につき 1戸、2戸、たまに出るか出ないか、

それが相当な倍率でということで、15 戸というのは大変な募集の数になると思うので、こ

れは市民がかなり注目していると思うのですが、市の広報でのお知らせは今のところいつ

頃と考えているのか、お聞きをします。 

それから道道羊ヶ丘通の供用開始は 1 点だけ。これは供用開始にならないと車の流れが

どうなるかわかりませんが、地元の大曲工業団地等々の企業の社長さんと色々お話をした

ときに 3 月の開通をよくご存じでない経営者の方も結構いらっしゃいました。地元であり

ながらなんか工事やっているなくらいの認識の方もいらっしゃったので、あそこの企業の

方々が今後もよく羊ヶ丘通を利用するだろうと思うので、そういう意味では地元へのお知

らせというかＰＲというかそういうのもきちんとした方がいいのではないかという感想を

私は持っているのですが、そういうＰＲ方法について何かお考えがあればお聞きします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 先ほどの答弁を訂正させていただきます。点検も入っていると答弁したのですが、点検

は昨年やっておりまして、実施計画に伴う現地調査が含まれているということで、今年に

ついては実施設計を行います。金額については現段階ではどの部分がどの程度傷んでいる

かというのが詳細に設計されていないものですから、延長でいいますと 3 割程度の延長な

のですが、当初予算には一応折半、半分の予算ということで見込んでおります。 

 

板垣副委員長 

 中島建築課長。 

 

中島建築課長 

 市民の皆様方への広報ということですが、まず 10 月の入居予定としていますので、広報

としては 9 月 1 日号に載せるような形で周知をしたいと考えています。さらに同じくホー

ムページにも同様の内容で掲載したいと考えております。 

 

板垣副委員長 

 平川庶務課長。 

 

平川庶務課長 

 羊ヶ丘通の全面開通ということのＰＲといいますか広報ということになりますけれども、

現在は 3月 15日の広報でお知らせすることで考えておりました。今後につきましては、特



H29.3.8【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

32 

 

に輪厚の工業団地につきましてもどのような形でお知らせするのがいいのかも含めて、そ

んなに時間はございませんけれども検討してまいりたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 145 ページのレンタサイクルの関係でお聞きいたします。附属資料 43 ページになります

けれども、レンタサイクル事業としては広域自転車道も整備されていますしかなり利用者

もあるのではないだろうかと思いますけれども、利用実績はどの程度で推移をしてきてい

るのかということと、リピーター率がどのくらいなのかももしわかれば教えていただきた

いということと、自転車も保守というのはどこの責任で行うのかというとこら辺もお聞き

したいと思います。 

それから 147 ページ、附属資料では 39ページですけれども、自転車の駐車場ですね。管

理上の問題として冬期は閉鎖しているのですが、結構放置自転車が見受けられると思って

いまして、その処理対策がどういう形で行われてきているのかと、今後どのように行って

いくのかをお聞きしたいと思います。 

それから 149 ページ、附属資料の 40 ページですけれども、市道用地確定事業がございま

す。道路用地として線引きして、これは市道認定をしているというところですけれども、

登記未整備のところがあるということでの土地を市役所で買い取るという中身だと思いま

すけれども、これが今何カ所くらい登記上の未整備があって、その延長数は何ｋｍなのか

と、それと面積をどのくらいなのかと。今年度というか来年度、整備の確定をしていく見

込みをどの程度で押さえているのかをお聞きしたいと思います。 

それから今、藤田委員からもありましたけれども、市道整備事業で大曲椴山線の関係で

すね。当初平成 32 年頃の完成が 31 年と今言われていたと思いますけれども、29 年度の予

算の中ではＪＲの工事負担金などもありますけれども、主な施工区分、その費用がどの程

度なのかと、それからこの計画の進捗率、今年度末、来年含めていくと、どのくらいまで

進捗していくのか。延べ延長数が 1.5ｋｍと記憶していますけれども、そのうちどのくらい

が整備されるのかをお聞きしたいと思います。 

最後にもう 1 点ですけれども、153 ページの附属資料 42 ページですけれども、東西連絡

橋の施設補修事業の関係です。これにつきましてはインバウンド事業といいますかお客さ

んをこちらに寄せていただくときのＪＲ北広島駅というのは重要な入口になる拠点の場所

だと思いますし、色々なイベントの中でここが有効活用されていると思います。常に安全

を確保するのは大前提ですけれども、やはりその景観の配慮、特に開閉天井のアクリル板

があるのですが相当数もう曇っていて、皆さんあそこに入ると見上げるのですが上が茶色

くなっているというところがありますので、鉄さびの状況とかそういったものもやはり計
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画的に取り除いてクリアな面を出すことが必要だと思いますけれども、来年度の予算の中

でその辺の改良をする見込みがあるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 まずレンタサイクルの状況です。今年度の利用状況は、利用者数が 623 名です。これは

東口と自転車の駅の両方を含めた利用者数となっております。先ほどご質問にありました

リピーター数ですけれども、申し訳ございません、こちらは押さえておりません。自転車

の保守につきましてもこのレンタサイクル事業の中で新規購入、修繕費を計上して自転車

の整備を行っている状況です。次に、自転車駐車場についてですが、放置車両は直近の平

成 28年度のデータを持ち合わせていないのですが、27 年度に 160 台ありました。まず、い

ついつまで持っていってくださいという告示行為をして、それで一定期間告示が終わった

後にも引き取りがないときには警察等に盗難車ではないかという照会をかけ、それで最終

的に残った車両を西口の 2 階の 1 カ所に置いておき、翌年度売却するという形をとってお

ります。 

次に、市道用地確定事業についてですけれども、今、未処理の筆数は 228 筆あり、今年

度 64筆を予定しております。今年度の予定面積は 4,827 平方メートルで、路線の延長とし

てどのくらいなのかというのは押さえていません。総面積に対して残りの未処理面積のパ

ーセンテージとしては 29 年度実施できた場合は 2％ほどの面積になります。未処理の面積

は 10万 900.53 平方メートルがまだ残っている状況になります。 

東西連絡橋の補修事業についてですが、ご質問のありました修繕費としまして、昨年お

話いただいて、一部どういった手法で綺麗にできるのかというのを、1マス試験的にやって

みました。やはり長年こびり付いた汚れを取るのは難しいのか、どの程度効果が持続する

のかも含めて、試験を実施し、効果があると判断しましたので、本年度の予算に天井の清

掃を計上しております。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 大曲椴山線の道路改築事業についてお答えします。まず、先ほど平成 31年度完成と申し

上げましたのはあくまで農場橋に関わる部分でして、大曲椴山線全ての道路改築は今のと

ころ平成 32 年度を予定しております。進捗率は、全体 1.4ｋｍのうち、こちら事業費ベー

スでの算出になるのですが、平成28年度末で21％を予定しております。ＪＲの負担部分は、
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ＪＲ負担として橋梁の下部工、上部の架設、旧橋撤去を予定しておりまして、金額で全体

事業費 13億円のうちＪＲの負担分が 7億円程度と見込んでおります。 

 

板垣副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 ありがとうございました。レンタサイクルの関係でございますがかなりの人数が、623 名

利用されていると、道の駅も含めてですが、あそこのレンタサイクルの自転車がせっかく

快適な自転車道があるのですが大半がママチャリなんですね。それでスポーツ車と言われ

る部分が少ない部分もありまして、来年度の予算 10 万円備品購入費もありますから、そう

いった自転車を購入されるかどうかわかりませんけれども、やはり家族で小さい子と一緒

に走るのならママチャリでいいのですが、少し疾走したいというか快適に走りたいとなり

ますとママチャリがどうかなというとこら辺では、希望としてはスポーツ車はないですか

という希望もあると僕はその管理人からも聞いていますので、そういった整備についても

ご配慮いただければ有難いなと思います。 

それと市道の用地の認定事業ですけれども、まだ 10 万平方メートルくらい残っていると

ころがあると思うんですね。たぶん地権者は民間人かどこの会社かわかりませんけれども、

もしそこに市道として使っていてもそれが整理されていないとしたならば、そこの土地に

対する税金の賦課等もあるのかもしれません。ですからこれについては早急に、やはり優

先的に行うことが必要だと思いますので、そこら辺の考え方がありましたらお知らせいた

だきたいと思います。 

あと椴山の件は 32年ということで、進捗状況が今 21％ということですけれども、ぜひ計

画通りに早期に進まれることをご期待申し上げたいと思います。 

それから東西連絡橋の関係の天井面ですけれども、1マスで効果があるということで、来

年度全体をやるという確認でよろしいでしょうか。お伺いいたします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 まずレンタサイクルの貸し出しの自転車ですけれども、ご指摘のとおりほとんどがママ

チャリといわれる自転車で、中にマウンテンが 1 台あるだけです。そういったところで、

より多様な自転車のニーズがあるのかという調査も含めて今後調査研究していきたいと思

います。 

続きまして用地確定事業ですけれども、おっしゃるとおり早急に事業を進めていかなけ
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ればならないと考えておりますが、今残っている土地がなぜ残っているかというと、地権

者の関係ですとかそういった難しい部分が残っているという状況もありますので、なかな

か事業的には進んでいないところですが、できる限り速やかに処理していくことに努めて

いきたいと考えております。 

東西連絡橋の補修事業の中の天井の清掃につきましては、全体を見込んだ中で今、予算

を計上しております。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 先ほどの答弁で 1 点修正させていただきたいと思います。先ほどＪＲ負担分ということ

で 7 億円と申し上げたのですが、こちらＪＲに負担するということで、ＪＲ施工分が 7 億

円ということです。 

 

板垣副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 レンタサイクルの関係ですね、ママチャリからスポーツ車にするとかなり有効だと思う

のですが、こういうふうに市民の皆さんに不要な自転車等があれば寄贈いただきたいとい

うようなことも投げかけて、なかなか買うとなると大変ですし、今あるママチャリもほと

んど放置自転車などから程度のいいものをあそこに回しているという現状があるようでご

ざいますので、有効的にそういったものが集められるような手段を講じていただけること

を要望しまして質問終わります。ありがとうございました。 

 

板垣副委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 それでは 1 点質問させていただきます。予算書 157 ページ、都市公園整備事業。附属資

料 30ページですけれども、こちらには公園遊具等の改修を行うと書いていますが、どのよ

うな改修内容なのかお伺いいたします。ある市民の方から、特に高齢者が多い団地地域の

市民の方から、子どもの遊具だけではなくてお年寄りが体力づくりのために高齢者用の健

康器具などを置いてもらえたらすごく嬉しいという意見があったのですが、市内にそうい

ったお年寄り用の健康器具のようなものが設置されている公園はあるのかも含めてお尋ね
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いたします。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 公園施設の改修の際には意見交換会を開催し、どのような施設を設置するかは公園施設

周辺に住んでおられる方々や子どもの意見を取り入れて決めております。今までの意見交

換会において高齢者向けの健康器具の設置要望も数件ありましたが、最終的には予算面や

設置スペースの面から設置には至っていないものがあります。今後につきましても意見交

換会で多数の設置要望があった場合には、その意見を尊重し設計に反映させていきたいと

思います。あと、現在健康器具が設置されている公園は、比較的規模の大きい公園、つつ

じヶ丘公園ですとか虹ヶ丘公園ですとかそういったところには設置されております。 

 

板垣副委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 札幌市内でも厚別のほうの公園にぶら下がり健康器具みたいなものとか腹筋を鍛えられ

るようなものが設置されているようです。全国的にもすごく増えているようで国土交通省

の調査によりますと、平成 10 年 5,690 台から平成 22 年には 2 万 583 台と 4 倍くらいに増

えているということです。特に団地地域なんかは高齢者が増えていますので、散歩がてら

に体力づくりが簡単にできる環境をぜひ作っていただきたいなと要望して終わります。 

 

板垣副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 148 ページ、除雪費で 3点ほどお伺いします。これは以前お話をしたのですが、東共栄か

ら道道江別恵庭線に上る階段のところの雪の落ちてこない柵、あそこはメインが小学生の

通学路となっているので、雪が柵を越えて凄いことになっているときがあるんですよね。

あの柵はたぶんそんな程度では大丈夫な柵でしょうけれども、通わせているお母さん方か

ら見るとやはり「おっかいない」と、「なんとかできないのかな」というお話はありました

ので、それができるのかどうなのか。 

あと道路のマンホールについてですけども、これも土木事務所に 1 回問い合わせをした

のですが、冬場のマンホールで雪が解けて穴が開いて、そこに車が落ちてバンパーが破損
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するということが結構ありまして、札幌市では断熱材がついたマンホールを計画的に使っ

ていると新聞に出ていたのですが、これは北広島市でもやっているのかどうなのか。あと

車両が壊れたという問い合わせが何件かあったのか、お聞きいたします。 

それと地域除雪懇談会ですけれども、現在までいくつの自治会と町内会と懇談できたの

か、あと何件残っているのか、お伺いいたします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 共栄 12番緑道の柵についてはもともと雪止め柵ということで、現地の法面自体が整形さ

れた法面ではないことから現地に合わせた形での設置をしておりまして、ちょっと見た目

は歯並びが悪い状況なのですが、強度としては十分耐えられるものを設置しております。

今年の冬、他にもご指摘いただきまして、現地は 3 回ほど確認しに行っております。ある

程度その雪庇がひどいときにはそこを削り取って落としております。そういったことで見

た目は少し圧迫感があるのですが、強度的には十分であると認識しております。 

続きましてマンホールの段差についてですが、今年は圧雪状態、特に生活道路の圧雪が

厚いということでマンホールの段差が大きくなってしまった状況にあります。ご指摘のと

おり、新聞報道等で札幌市がマンホールの断熱材を計画的に今後も製品開発を含めてやっ

ていくというところは承知しているところですけれども、この断熱材、過去にはサンプル

的なものを見た記憶がございますが、現在は正式に断熱材で保温するという措置をとって

いるところはございません。段差によってバンパーが破損したという事故については土木

事務所には数件連絡が入っております。 

除雪懇談会の実施状況についてですが、平成 25 年から実施しておりまして平成 28 年度

は新規に 30 団体やっておりまして、これまでの団体数としましては 74 団体で、今計画し

ております全部の団体数 125 団体に対しまして 59.2％、概ね 6割が済んでいる状況です。 

 

板垣副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 階段の雪については今後も見ていただければと思いますのでお願いいたします。 

マンホールの断熱化なのですが、当初出た時よりもたぶん性能は上がってきていると思

います。だから札幌市も計画的にやっていると思うのです。ですから北広島市もでもそう

いう事故が何件か起きているのであればちょっと試しでやってみるとか、計画的にそうい

うことをやってみてもいいのかなと思いますがどうでしょう。 



H29.3.8【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

38 

 

あと地域懇談会ですけれども、まだ 59.2％ですから、あと何年後ぐらいに全部が終わ

るのか。自治会からどのような要望が出てどのような改善ができたのか、わかっていれば

教えてください。 

 

新田土木事務所長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 マンホールの断熱材についてですが、新聞報道でも札幌市で企業ともタイアップしなが

ら製品開発、特に安価にできる方策はないかということで研究するという報道も見ており

ます。マンホール自体は下水道事業の管理する施設であることから、下水道課とも協議を

しながら、そういった製品の開発状況も踏まえながら、今後調査研究をしてまいりたいと

考えております。 

除雪懇談会ですが、今、推進計画では最後のフォローアップを含めて、平成 31年までに

終わるということで計画をしております。出された意見としては、交差点の雪山が高くて

見づらいとかツルツル路面が発生しやすいので砂箱があったらいいというお話ですとか、

どうしても機械の関係で偏りがちになってしまうといった意見がありまして、そういった

ことは可能な範囲で砂箱の設置とか機械の機種を変えてみるとか、できることは限られて

いますけれどもそこにお住まいの方が何を 1 番に要求されているのかも踏まえましてでき

る範囲で対応しております。住民の方と実際に作業する業者の方と私ども市と 3 者で色々

な情報を交換しながら細かいことも含めて対応してきているところです。 

 

板垣副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 1 つだけマンホールの件についてですけれども、運転したときにただ見て、避けて運転す

ればいいのかもしれませんけれども、どうしても落ちてしまう場合がありますので、そう

なった場合には全部が運転者の責任なのか、百ゼロで運転者なのか、直す気は市には何も

ないのか、お聞きいたします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 市道が 407ｋｍほどあり、刻々と気象条件によって路面状況が変わるという、たとえば降
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雪によっては路面が真っ白になってしまうなど、刻々と変わる気象条件に常に対応しきれ

ないということがあり、そういった意味で管理者としてそこまで管理しきれないという保

険の適用外ですとか他の判例をもとにこの部分は問われていないところです。 

 

板垣副委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 では道路関係で 2点ほど伺います。まず 149 ページの、資料 41 ページになります。舗装

補修のことで工事請負費として億単位で予算計上されていますけれども、現時点で補修が

必要と考えられている場所などがもう明確に計画の中で出ているのであれば、そちらの部

分を教えていただきたいと思います。また修繕に取り掛かるスケジュールなどがもう決ま

っておりましたらお知らせいただきたいと思います。それに関連しまして、駅からエルフ

ィンロードに繋がる部分で、何年か前も私が個人的にお願いした部分ですけれども、雪解

けの時期になりますと煉瓦のところが盛り上がったり盛り下がったりということで、雪害

の影響がすごく出ています。その部分をまた今年の雪解けの時期にも現状視察などをして、

補修が必要であれば補修などに、修繕などかかることが必要かと思うのですけれども、そ

の辺について伺います。 

もう 1点が 153 ページで、資料が 42 ページのあゆみ通ですね、道路新設改良費の中のあ

ゆみ通線、これは新庁舎に伴う修繕改築ということで新たに計上されているのですが、具

体的にどの辺の部分が修繕対象になるのかとか、例えばあゆみ通を全部やるんだよという

ことではないとは思いますけれども、庁舎前の交差点の部分に限られるのかなと思うので

すけれども、その辺詳しくお知らせいただきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 舗装補修事業についてですが、平成 21 年に現地を確認しながら劣化度、重要度、交通量

も含めて幹線、準幹線を対象として補修が必要な路線というのを 1 度決定しております。

そのときの総延長は歩道も含めて 113.6 キロメートルを路線決定しているわけですが、今

の補修計画は推進計画の中で向こう 5 カ年程度の計画を立てており、その中でより劣化が

進んでいるとか、または市民の方からの要望等も加味した中で、推進計画の中で毎年見直

しをしながら、直近 5カ年先の路線選定という中で実施しております。 

エルフィンパークの斜路から出たところの煉瓦の段差についてですが、現地を確認しな

がら危険箇所については修繕していきたいと考えております。 



H29.3.8【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

40 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 あゆみ通線道路改築事業についてお答えします。あゆみ通線の道路改築事業の事業内容

としては、道道交差点からあゆみ通部分の延長約 70 メートル程度を予定しております。こ

ちらの事業内容は、市役所出入口との食い違い、段がずれている部分の解消と角度をでき

るだけ 90度に近づけるという内容のものと、あと右折車線を設けることを予定しておりま

す。それに併せて道道部分についても、右折車線を設けるような交差点改良も予定してお

ります。これにつきましては今、北海道公安委員会と協議中であり、詳細は若干変わる可

能性がありますけれども、現時点の予定としてはそういった状況です。 

 

板垣副委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 まずあゆみ通に関してですが、工事が始まるにあたりまして周辺地域の住民の方ですと

か生協がありますしね、あそこは本当に住民の利用が多いと思いますので、お知らせ看板

というか気を付けてくださいよというそのような案内板みたいなのも臨時的に設置する必

要があると思いますが、その辺お考えでいらっしゃいますでしょうか。また昨年 11月に女

性団体が対市交渉を行った際に私も同席させてもらったのですが、その際に市役所からあ

ゆみ通に行く方向で、今、一時停止の部分、あれがわかりづらくてちょっと危険だという

意見も対市交渉の中で出されておりましたので、その辺たしか 11 月の時点では今後検討し

ますというようなお答えだったかと思うのですが、現時点でその一時停止のことなどに関

しても決まっているようでしたら教えていただければと思います。 

舗装の関係ですけれども、臨機応変に対応していただけるということで、エルフィンロ

ードに関しましては道の管轄になるかと思いますけれども、やはり他の委員からも出てい

ますように、駅前の北広島の顔となる部分でかなりエルフィンロード自体も老朽化が進ん

でいるかと思うんですよね。煉瓦の部分がガタガタになっていたり、エルフィンロードの

街灯にエルフィンの抜き穴というか型がありますよね。あれがもうだいぶん劣化して錆び

たりとか塗装がはげたりしていて、かなり見栄えも悪い状態になっていますので、その辺

を道に修繕の要望を出すなどの取り組みを行っていただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 

板垣副委員長 

 平川庶務課長。 
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平川庶務課長 

 エルフィンロード、北海道で管理している自転車道の関係ですけれども、看板等の劣化

状態は年々進むものですから、その辺の情報を集めて一括して北海道に対応していただく

ようにお願いをしていきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 あゆみ通の件についてお答えします。工事中の周知看板は、皆様にご不便をおかけしな

いような形で今後内容を詰めた中で設置したいと思います。また、市役所からの出入りに

ついては、今現在、赤点滅の信号でわかりづらい、出づらいというご指摘がありますが、

こちらについても交差点改良に併せて通常の信号にしていただくよう、公安委員会に要望

しているところです。実現した際には現在と信号機の形態が変わることですから、そちら

も何らかの周知をしなくてはいけないと思っておりますので、そちらの内容につきまして

も今後検討したいと考えております。 

 

板垣副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 除雪の件で皆さんから話がいっぱいあって大変申し訳ないと思うのですが、何点かお聞

きしたいと思います。まず 1つですけれども、149 ページ、151 ページの関連かなと思いま

すが、小型除雪機械貸出事業について。先日うちの町内会でもお借りしまして、自宅まで

説明に来ていただきまして、丁寧に対応していただいて本当に感謝しておりますけれども、

その中で 28 年、今途中ですけれども、27 年とか 28 年の貸出状況と、また市民から要望等

が色々あったかと思うのですが、何かあった場合のお話の内容等を聞かせていただければ

と思います。 

それからもう 1 つがこれも小型除雪機に関してなのですが、例えば札幌市だとか、それ

からちょっと調べると本州のほうでは上越とか仙台、山形、茅野、長岡と、かなりの市町

村で小型除雪機の購入費の補助というものが、助成金というものがあります。これは市の

除雪対策とならない市道の除雪をする町内会などに小型除雪機の購入費を補助しますと。

例えば札幌市だと額は購入費用の2分の1まで、50万円が限度という施策があるんですね、

補助が。他のまちでも似たような市町村が結構あるのですが、こういったことは本市では

まだやってないかなと思うのですけれども、検討した経緯があるかどうかということがも

う 1つ。 
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それから 12月の一般質問の際に西の里の中学校通の件で部長からご答弁を頂戴しまして、

努力して除雪しますということをおっしゃっていただいたのですが、今後その対策費の中

として、その後どういった形にしていただけたのかをお聞きしたいんですね。なぜかとい

うと、西の里中学校通の方で、ご存じかと思うのですが魔の 7 件というところがあって、

ずっと中学校通に雪を凄く出して、パートナー除雪をやっているところなのですが、そこ

の方々が中学校の通学路のところに雪を出すんですよね。市道がすごく狭くなっているん

です。その辺、例えばそういった話があったときに土木事務所で対応されるかなと思うの

ですけれども、逆に市民の方からあそこ酷いんじゃないかというようなお話だとかそうい

ったことはないのかなと。それはそこだけではなくて市内色々あるかなとは思うのですけ

れども、そういったことについてどういった対策を取られているのかということとお聞き

したいのですが、お願いします。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 まず小型除雪機の貸出状況についてですが、今、手元にあるデータは平成 24年度からの

貸出率ということで数値を拾っております。平成 24 年度は約 44％、25 年度は 58％、26年

度は 61％、27 年度は 85％、今年度についてはまだ途中ですけれども約 58％という貸出状

況になっております。 

続きまして、除雪機の購入費の補助についてですが、購入にあたっての補助制度につい

ては土木事務所として過去に検討した経緯はありません。 

続きまして、中学校通の除雪の対策についてですが、今、その雪出しというお話があり

ましたが、土木事務所ではその雪出しによる苦情ですとかそういったものは現段階では受

けておりません。そこだけではなく他の地域でもやはり雪出しというお話が出てきます。

先ほど質問にありました除雪の懇談会でもなかなか言いづらいところではあるのですが、

雪出しによって少し道路が狭くなっているとかそういったお話もございます。そういった

雪出しにつきましては、過去には土木事務所の職員が行き、状況を現地で確認しながら「や

めてくださいと」いうお願いをした経過もあります。そういったことで、可能な範囲で、

狭くなっているところがあれば現地の状況に応じて部分的な除雪など対応していきたいと

考えております。 

 

板垣副委員長 

 島崎委員。 
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島崎委員           

 それと関連してですけれども、附属資料の 77ページなのですが、私道の方ですね、私道

の除雪の補助金が 28 年度と 29年度では約 60万円くらいでしょうか、減額になっておりま

すけれども、これの中身、それから団体に対し補助とあるのですが、主だった団体、自治

会等かなと思うのですが、中身を差し支えない程度で教えていただければいいかなと思う

のですが。 

 

板垣副委員長 

 新田土木事務所長。 

 

新田土木事務所長 

 私道除雪についてですが、団体数は何件かは減ってはいるのですが、概ね毎年同じ団体

数で、予算計上で若干下がっているところについては実際の状況に合わせて、少し余裕を

持った中で、団体数が増える可能性もあるので余裕を持った中でやってきたのですが、ほ

ぼ固定化してきたものですから、若干下げて予算付けしたところです。団体としては市道

認定されてない路線の近隣に住まわれている方に任意団体を作っていただいて、その団体

を通じて契約している状況です。 

 

板垣副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 輪厚中央通の工事に伴いまして、仮の名前ですけれども輪厚中央公園について現在の進

捗状況と、完成して使用開始の予定時期がどのように今の段階でなっているのか、お伺い

します。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 輪厚中央公園の進捗状況についてですが、平成 28 年度は盛り土を行い、平成 29 年はさ

らに園路の整備を予定しております。完成は平成 30 年度を予定しておりまして、道路の輪

厚中央通の開通と合わせて公園も供用開始する予定です。 

 

板垣副委員長 

 鶴谷委員。 
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鶴谷委員 

 輪厚中央公園の整備にあたりまして西部地区で意見交換が 2 回行われていまして、私も

同席させていただきました。地域にお住まいの方が集う場所、健康づくりの場所、子ども

達が安全に遊べるという視点で色々な意見が出されていたのですが、その中で遊びながら

天体の仕組みに触れるものとして日時計の設置をと意見が出されていました。アイデアと

してはとてもいいなと私も聞いていて感じたのですが、公園の整備としては取り入れるの

が難しいということでその場ではそのようなお答えだったかなと思うのですが、市民課と

出張所などが担当する地域まちづくり推進事業の助成というのがありますよね。それで公

園の整備としては難しいとしてもそのような地域のまちづくりの助成を活用して設置する

ことを検討したいと、もしなった場合に完成後に市で整備した公園にそういうものの設置

というのは可能なのかどうかお伺いします。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 輪厚中央公園の日時計についてですが、公園施設の設置にあたっては子どもさんの安全

やそういった部分もありますので、危険のない施設ということで考えておりまして、その

日時計の色々な種類にもよりますが、大きなものになりますとやはり金額的にも高額とな

ることから、現在、市の整備の予定の中では設置は検討していない状況です。その後何か

別の事業でということになった場合につきましては、個別でご相談いただければその内容

の中で対応させていただきたいと考えております。 

 

板垣副委員長 

 谷浦委員。 

 

谷浦委員 

 附属資料の 41、42 ページ、輪厚三島線に予算がつき、町内会としても大変喜んでおりま

す。キャンプ場側からなのか旧小学校側から進めるのか関心もあるところで、どのような

ことから始めるのかお尋ねします。 

もう 1 点。輪厚中央通について、希望ヶ丘から見ると道路と今までの地盤の高低差があ

り危険なような気がします。団地側にガードレールか防護柵などの安全対策は考えている

のかお尋ねいたします。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 
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中垣都市整備課長 

 まず輪厚三島線につきましては、市道整備事業の補助で実施したいと考えておりますが、

国の社会資本整備総合交付金ですが、平成 28年度の場合で申し上げますと市の要望額に対

して 4 割程度しか配分されなかったことから、市の計画通りに進めることが困難な状況で

す。平成 29 年度につても同様の状況が予想されることから、輪厚三島線についても今回計

画している測量設計、用地確定測量、用地購入などが実施できるかどうかは不透明な状況

ではありますが、早期に着手できるように引き続き国に対して要望してたいと考えていま

す。 

輪厚中央通の段差部分については、住宅地との高低差で一番大きいところで 3 メートル

くらいの高低差になります。輪厚中央通と接続する市道について一部Ｌ字の道路ができま

すので、そちらについては車両等の転落防止のために今カードレールの設置を予定してお

ります。 

 

板垣副委員長 

 谷浦委員。 

 

谷浦委員 

 中の沢から通ってみるとかなりの高低差というか法面があるので、それこそエゾシカや

なんかは片側、山林の方から飛び出しとかもあるだろうし、団地側はぎりぎりの家もたぶ

ん出ると思いますのでね、子ども達が法面に落ちたりしないようにできるのかなと思いま

す。その辺は考えておりますか。 

 

板垣副委員長 

 中垣都市整備課長。 

 

中垣都市整備課長 

 お話のありました法面というのはたぶん民地の部分になるものですから、その民地の部

分に市で柵を作ることは今のところ計画していません。 

 

板垣副委員長 

 谷浦委員。 

 

谷浦委員 

 私たちの町内会の市道も 20 年ぶりで新入生が学校へ行くことになっておりますので、1

日も早く安心できる歩道が完成するのを心待ちしておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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板垣副委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

板垣副委員長 

 以上で土木費の質疑を終わります。 

お諮りいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

ご異議なしと認めます。本日はこれにて散会といたします。ご苦労様でした。 

 

 

 

 

午後 2時 00 分 

 

 

 

 

委 員 長  橋 本  博 
 

副 委 員 長  板 垣 恭 彦 


